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教員会議（１９１２回）・研究科委員会（５３５回）議事要録 

 

日 時：令和２年１月１５日（水）１４時４０分～１６時１０分 

場 所:人間発達文化学類大会議室 

 

※教員会議開始前に学類・研究科 FD推進会議が開催された。 

 

【確認事項】 

「教員会議第 1911回、研究科委員会 534回の議事要録(案)」について、確認された。 

 

◆教員会議◆ 

【審議事項】 

１．人事について 

（１）特任教員の任用について（採用の発議）（資－回収）≪投票≫ 

≪教職実践専攻（領域Ａ､音楽科教育）≫ 

杉田資格調査委員から、審査対象者のＡ氏について、研究業績及び教育能力の両面についての

審査内容の報告があり、審査結果を総合的に判断して、適格者とする結論に至った旨の説明提案

があり、承認された。次いで、資料に基づきＡ氏（小川 裕(ひろし)氏）の経歴・研究業績の報

告があり、投票に移ることの提案があり、承認された。 

投票の結果、投票総数 50票、賛成 48票、反対 0票、無効 2票、白票 0票で特任教授として採

用することが、承認された。 

（２）特任教員の任用について（調査委員会設置の発議）（資）≪投票≫ 

≪教職実践専攻（領域Ａ､理科教育）≫ 

学類長から、今回の人事について報告願いたい旨の発言があり、当該領域の森本教員から、選

定の経緯と結果について資料に基づき説明の後、資格調査委員会設置の提案があり、承認された。 

なお、投票結果については、教員会議終了時までに集計ができなかったため、結果はメールで

各教員へ送り確認願うことで、承認された。 

投票の結果、当該分野あるいは当該関係分野から森本、当該領域から谷、当該領域以外の領域

から平中、水澤の各委員が選出され、当該学系に所属する学類長の委員選出は、坂本教員を選出

することとなった。 

２．学類長： 

（１）今後の人事計画について 

  学類長から、今年度から学校臨床支援センターは学類附属となったが、ポイント制との関係で

人事については全学で所掌することになっているため、三浦副学長からこの人事計画について発

議する旨、学類へ連絡があったことを受けての対応であり、人事委員会で審議し、本日の教員会

議に諮り、教育研究院会議に人事計画を提出することとなる旨説明があった。 

具体的には、学校臨床支援センター現職研修部門の佐藤和彦特任教員がこの 3月で任期満了と

なるため、引き続き２年間の継続雇用としたい旨説明提案があり、承認された。 

３．教務委： 

（１）令和２年度非常勤講師計画について（資） 

杉浦委員から、標記について資料に基づき説明提案があった。また、新規採用で大学での講義

経験のない者について、併せて資料に基づき説明があり、承認された。 

（２）令和２年度教員養成実地指導講師計画について（資） 

  杉浦委員から、標記について資料に基づき説明提案があり、承認された。 

４．将来計画検討委： 

（１）「その他」にあたる科目担当について（資） 

  小川委員長から、標記については２０１８年１１月の教員会議で審議了承されていないことが

判明したため、現在の担当者に合わせ一部修正した資料に基づき説明提案があり、承認された。 
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【報告事項】 

１－１．教育研究評議会：第 327回(12/17) 資料：「教職員専用総合案内を参照」 

（報告事項） 

（１）学内規則等の制定について 

（２）就業規則の一部改正について 

（３）令和２年度運営費交付金「成果を中心とした実績状況に基づく配分」について 

（４）令和２年度科研費申請状況について 

（５）うつくしまふくしま未来支援センター(ＦＵＲＥ)活動状況報告について 

（６）環境放射能研究所（ＩＥＲ）活動状況報告について 

（７）その他 

   ①進路状況報告について 

１－２．教育研究評議会：第 328回(1/14)資料：「教職員専用総合案内を参照」 

（審議事項） 

（１）学系再編について（意見聴取〆切 1/21）  

（２）平成３０年度活動実績に関する年次レポートについて 

（報告事項） 

（１）次期理事・副学長等候補者について 

（２）役員給与規則の一部改正について 

（３）就業規則の一部改正について 

（４）令和２年度予算（案）の伝達等について 

（５）ロシア科学アカデミー原子力安全研究所と環境放射能研究所との連携に関する協定の締結 

について 

２－１．運営会議：第 133回(12/10) 資料：「教職員専用総合案内を参照」 

（１）国立大学改革方針に基づく徹底対話に向けた調書について 

（２）「リスクマネジメント研修会」の開催について 

（３）その他 

  ①令和元年１０月・１１月の電気・ガス・水道の使用量等について 

２－２．運営会議：第 134回(12/24) 資料：「教職員専用総合案内を参照」 

（１）福島大学フェロー称号の授与について 

（２）令和元年度入試関係アンケート集計結果について 

３．教務委： 

（１）令和元年度入学生の教員免許状及び保育士資格取得希望者数について（資） 

  杉浦委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

４．学生生活委： 

（１）2019年度 1年次・3年次学生研修の総括について（資） 

中村(洋)委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

５．国際交流センター運営会議： 

（１）学生交流協定に基づく学生の派遣について（期間短縮）（資）  

佐藤(元)委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

６．学類長： 

（１）附属幼稚園長の選考について 

  学類長から、標記について附属学校園長候補者選考内規に基づき選考開始をし、２月１２日の

教員会議で提案したいとの発言があった。 

（２）教員の外国出張について 

  学類長から、以下について学類人事委員会で承認したとの報告があり、了承された。 

外国出張 髙田英和 R1.12.25～1. 8 イギリス 科研費 

海外研修 渡邊晃一 R2. 2.14～2.17 台湾   先方負担 

海外研修 渡邊晃一 R2. 2.18～2.21 フランス 自費及び先方負担 
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（３）共同研究の受入れについて 

  学類長から、以下について受託研究審査委員会で承認したとの報告があり、了承された。 

担当教員：小川 宏 

相 手 先：（株）エフコム 

事 業 名：福島県教育庁刊行「ふくしまっ子健康・体力自分手帳」のデジタル化に関する研究 

事業期間：令和元年 12月 9日～令和２年 3月 31日 

事 業 費：432,000円 

 

◆研究科委員会◆ 

【審議事項】 

１．入試委： 

（１）令和２年度人間発達文化研究科入試(３次募集・専門職学位課程)合否判定の方法について（資）

森本委員から、標記について資料に基づき説明提案があり、承認された。 

 

 

（アナウンス） 

①教員免許状取得のための単位確認表の提出について（資）（教務委） 

標記について、資料に基づき説明があり、内容を確認したうえで署名捺印するよう依頼のアナウン

スがあった。 

②｢2019年度問題探究セミナーⅠ担当者報告会・交流会」及び「問題探究セミナーⅠ実施概要調

べ」について(教務委) 

標記について、協力依頼のアナウンスがあった。 

③｢大学院生の研究発表状況等に関する調査｣及び｢大学院生の学業成果及び修了研究に関する調査｣

について（教務委） 

標記について、協力依頼のアナウンスがあった。 

④博報奨学生の推薦について（学生生活委） 

標記について、3 月 6 日〆切で希望学生の募集を実施するので、申請の際の所見書の作成について

協力依頼があった。 

 

 

※次回の教員会議は２月６日（木）１２：１０～とした。 


